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趣味 は ギタ ー、 


ー 方 委 褒 大 万 政 疹 合 ( 條 羽 婦 当 /) と ん て 
誰 於 娘 多 を 数 そ て ぐだ さ の 。 


コロ ナ の 感染 拡大 の 影響 も あり 、 経 済 情勢 
や 社会 が 大 きく 変わ っ て いま す 。 

例え ば 、 デ ジタル 化 に より 、 非 接触 型 の 
電子 決済 が 普及 し て くる な ど 、 金 融 の 構造 も 
9200S ま NG まま Nd0 SSR SD2WN 
も 変化 し て いま す 。 地 域 金 融 機関 は 、 合 併 ・ 
統合 も 一 つの 選択 肢 と し て 経営 改革 に 取り 
組ん で いま す 。 で す の で 、 金 融 庁 も 時 代 に 
合わ せ て 、 制 度 設 計 や 運用 を 行っ て いく 必要 
20221 有 ESCEU 

社会 の 変化 に 伴い 、 金 融 サ ービス が より 
更 利 に な れ ば 、 新 た な リス ク も 生じ ます 。 
金融 庁 は 関係 省庁 な ど と 連携 し て 、 リ スク に 
じじ っ が か り 向 き 筐 っ ろ で 、。 NIS GU と の 
重要 で す 。 
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昭和 45 年 8 月 9 日 生ま れ 。 塩川 正 十郎 衆議院 議員 の 秘書 と し て 政治 の 世界 へ 。 
10 年 間 の 秘書 生活 を 経て 、 平 成 19 年 に 大 阪 府 議 選 に 当選 。 平成 26 年 に は 衆院 選 に 当選 。 
スキ ー な ど 。 座右 の 銘 は 「 疾 風 動 草 」。 


I 岸田 内 閣 発 足 に 伴い 、 令 和 3 年 
/ / 中 月 11 日 に 就任 し た 宗 清 皇 一 内 閣府 
品 有り 
込み や 金融 行政 へ の 考え 等 に つい て 
商人 因 


イン タビ ュー の 概要 

経済 情勢 や 社会 の 変化 に 合わ せ て 、 
金融 サー ビス に 関す る 制度 設計 や リス 
ク 低減 に 取り 組む 

国民 の 資産 形成 を 促す 環境 整備 に 
注力 する 

を お 互い が 寛容 に な れる 社会 を 作り た い 














また 、 国 民 の 資産 形成 と いう 観点 か ら 、 
特に 若い 人 は 、 | お金 は 貯金 し と け ば よい 」 
MM の GNUIAW こ 0 NISA 
(少額 投資 非課税 制度 ) な ども 活用 し な が ら 、 
将来 に 備え 、 大 人生 設計 を し て いた だ く の が 
AU だ で こ 才 GUON92 SU た 且 き る 人 し 
て いく に は 、 金融 庁 ・ 金 融 業 界 に よる 情報 
発信 や 情報 開示 も 大 事 で す の で 、 環 境 整備 に 
NG USSSUN ARUUN Nede 












































ー ご 丸 ま さまで だ た 放 グ 閣 ま た 夏 般 の 友 で 、 
友 祭 深い る の は 困 で すか > 


私 は 、 こ れ ま で 、 財政 や 社会 保障 な ど 、 
“ 目 に は 見 え を ない" けれど 大 事 な 分 野 の 制度 
改正 に 一 生 懸命 取り 組ん で きま し た 。 | 自分 
た ち は 将 来 の 人 た ち に 責任 の ある 議決 を する 
ん だ 。 将来 に 間違い が な い 判 断 を する ん だ ]」 
と いう の が 私 の 政治 の 基本 姿勢 で す 。 








一 方 で 、 昨 年 、 コ ロナ の 感染 が 拡大 し 社会 
が 一 変 す る 中 で 、 私 は 経済 産業 大 臣 政務 官 


と し て 産業 政策 を 担い まし た 。 人 流 が 上 正 ま り 、 


需要 ・ 供 給 両 面 か ら シ ョ ッ ク が 生じ 、 前 代 
未 聞 の 事態 で 皆 ど うし て いい か 分 か ら な い 
羽 江 (GU た 2 の 申 で 知恵 を 昌信 いい 
ー つ ー つ 手 を 打っ て いき まし た 。 若い 職員 の 
方 々 と 相談 し な が ら 、 雇 用 や 事業 に つい て の 
制度 を 作っ て は 微 修正 を 繰り 返し て 対応 し ま 
し た 。 現場 で 働く 人 々 の 声 を 聞き 、 その 声 を 
も と に 平 自 を と っ で 制度 化し だ も の が 実際 
に 現場 の 方 々 の 事業 継続 や 雇用 に つなが り 、 


















































思 /G も ら の ス ま US 目 | 見え 20 が 作っ て 、 


68805 さだ の 
深い も の で し た 。 
金融 庁 も 資金 繰り 支援 な ど に 一 緒 に 取り 


Ds ま 0 ョ 8 





























失業 率 や 倒産 件 数 は 日 本 で は 比較 的 少な く 
222ESIC 


ー 大会 療 貞 た な っ た まき っ か ググ を 
教 そ て ぐだ さい 


私 は 塩川 正 十 郎 元 財務 大 臣 の 秘書 を 10 年 間 
務め 、 政 治 の 近く に いま し た 。 し か し 、 秘 書 
を や っ て いた 当初 は 、「 政 治 家 秘書 を 経て 、 
人 愉 る の か 園 天上 | と で い 六 りり で のめり 
ませ ん で し た 。 秘 書 を 10 年 間 務 め た 時 に 、 
大 阪 府 議 会 の 補欠 選挙 が あり 、 た また ま 私 の 
背中 を 押し て くだ さる 方 が いま し た 。 秘 書 と 
し て 師匠 の 塩川 先生 を 見 て 、「 政 治 家 の 仕事 
は 厳し いけ れ ど も 、 世 の 中 の 役に立て る 仕事 
ll 隊 22 の AU SU 
頑張 れ 」 と 応援 し て くれ る 人 も いた の で 、 
加計 222 ウシ シ レジ の ト フ IO し 


7 の 29IGDK 治 60 の つき) s 


組ん で くれ まし た し 、 こ れ ら の 取組 み も あり 、 


多く の 人 が 「 国 家 ・ 国 民 の た め に 頑張 り 
00 還 司 いま の の 上 ae 
回 0 0 こら 560 NO 
の 省 四 SS だ らち の 傍ら 7 とう 
こと だ と 私 は 考え て いま す 。 そ の 延長 線上 に 
過 品 りり 、 園 の 交 必 と いう こと が あめ る こと 軒 い 
記 拓 

で すか ら 、 私 は 、 国 家 ・ 国 民 の た め に 頑張 
りり AN く ( 上 目 の 
前 の こと に 一 つ ー つ 一 生 懸 命 に 取り 組む こと 
が 、 必 ず 地 域 の た め 、 国 の た め に つなが る と 
確信 し て いま す 。 目 の 前 に ある こと を と に 
NE ニ 逢 NN 天 回 計 人 S20GUV S と の 
天 済 の 原点 訪 と 皿 い 療 ず すず 。 ぞ や を の 六 め に 欠 
で きる だ け 多 く の 有 権 者 の 方 に 会 っ て 声 を 
聞 人 まう に し て いま す 。 


















































~ 
| 写真: イン タビ ュー の 様子 |] 


ー 大 六 欠 と ん て 有 表具 する の を 
教 そ て ぐだ さい >。 


まつ o の 他 会 i ぐ S の つき ほし いい と 
コン USE NIC 

コロ ナ の 感染 が 拡大 し 、 人 々 の 行動 が 制約 
され 、 心 が 姜 縮 し 、 人 々 が お 互い の 言動 を 





次 の 統一 地方 選挙 に 当選 し て 、 府 議会 議員 を 
2 用 務 の さき き BOA/ さま U/ た 2 用 目 の と 
き に 、 国 政 選挙 に 出る 機会 が あり 、 初 当選 
の 35 


率 制 し 合っ て いる と 感じ ます 。 失敗 を 許さ 
恋い 次 ど 、 購 、 心 好 芋 ス 叉 芋 叉 し で いる と 感じ 
時 細 9 


他人 の 重箱 の 隅 を つつ く の で は な く 、 節 度 
De 目 還 002A0DGIN 5 (BUS 
評価 し 、 許 し あう 社会 で な けれ ば 、 良 い 社 会 
人 092 の AMU UENUN ま お 証 還 2 
ある 国家 、 寛 容 な 社会 を 作り た いと 私 は 考え 
て いま す 。 こ れ は 、 公 務 上 員 も 含め た 色々 な 人 
が の び の びと 発言 し て 仕事 が で きる 社会 で す 。 
そこ で は 、 自 分 に 関係 な いも の は 無駄 な も の 、 
政 議 し じ て で て いい る の と 竣 え る の で は 次 く 、 
「 そ の 人 は その 人 の 立場 で 頑張 っ て いる 」 と 
Ni 人 NN 9 の 理 朋 か 天 M た と 思い まり 
自分 に 直接 関係 する こと し か 考え な い 薄 い 
GA 昌 ( 旧 目 人 の に に 剛 人 N 0 (2 と 
考え る こと が 重要 で す 。 

ー 放 三 みな ど に 、 ど の よう に だ に ク フ レ ッシュ 
さて いま チ す で ん と ん ょ うみ, 


休み の 日 数 は 少な い の で す が 、 休 み の 時 に 
心 か ひげ で いる の は と ほか < 朋 族 と ど 週 ここ 
こと で す 。 休み の 時 間 が 丸 1 日 で な く と も 、 
夜 や 屋 の 空い た 1 一 2 時 間 だ け で も 家族 と 
NN が UPOO Sm リラ レッ ショ 


は 意識 し て いま せん が 、 空 いた 時 間 は 家族 
と 過ごし 、 幸 せな 時 間 を 過ごす よう に し て い 
ます 。 そ し て 、 毎 日 3 回 は 「 幸 せ 」 と 言葉 に 
ae 陸生 2 UDESEM pe 
そう する と 「 幸 せ 」 
2G ま UCSENO 





「 恵 まれ て いる 」 と いう 





3 | 写真 : イン タビ ュー の 様子 ] 


また 、 私 は 、 何 か スト レス を 感じ る こと が 
BIS 語り UE NOUg 信 く 思 き / だ 
の 中 MellPWSZURGMI2GA ス ニン BU 
3 ま 計 2 トド と 2  N ) が 
NM G 低 の 四 き に 考 有 る の 0 の OGAO TK 
当 全 っ 02 の 2220 ブ この ら 000e ie 
ge の こん ルリ Se こう くる 
OAIeS5INANUG OO ます の 


ー 奉 刻 た 友 の 交 を お 太い ん ま 。 


私 の 座右 の 銘 は 「 疾 風 動 草 ] で す 。 こ れ は 、 
私 の 師匠 の 塩川 正 十郎 先生 か ら 教 えて いた だ 
いた 言葉 で す 。 

勤 草 は 強い 草 の こ と で 、 し っ か り 根 を 生 や 
し て お り 、 強 い 風 が 吹い て も 飛び ませ ん 。 
上 の USES 生 N0e9e 
ら 、 少 々 強い 風 が 来 て も 飛び ませ ん 。 見 せ か 
け だ け を その 場 で 取り 繕 う の で は な く て 、 
sl 2 ョ リン 2 こと に の くらっ 
0 の ae 0 0 の 2 
努力 を し て いれ ば 、 逆 風 が 吹い て も 飛ば され 
いと どい うこ と で で 。 

塩川 先生 も 非常 に 奉 力 家 で 、 絶 え ず 何 か 
(SG Mt 当 a の 670 
還 際 記 で 人 る | 間 ie10 入間 還 の 0G 
520 DNS の 0 MO 
も と も に ヨン ソ ョ ヨリ ツ 証 うつ の ee と を 褒め ず に で やり 
Do l00I 二 AU い 
な ら ば 101m 走 り ま す 。 苦 し い 時 に 自分 の 足 で 、 
土 依 際 で 踏ん 張る ん だ と いつ も 思っ て いま す 。 
座右 の 銘 の と お り で す 。 




















(イン タビ ュ ア ー : 広報 室長 齋藤 貴文 ) 








財務 局長 会 議 


ns 





リリ レニ 


育 大 臣 政務 官 の 挨拶 て 


示 / 月 











本 年 1 月 26 日 ( 水 ) 、 
財務 局長 会 議 ま を 開催 し まし た 。 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 へ の 対応 か ら 、W 


今 事 務 人 年度 3 回 目 の 
今回 の 会 議 は 


UC ER ee 
人 2 参加 者 に 向け 挨拶 を 
NM まし S 





く 黄 川 田 副 大 臣 挨拶 > 

黄 川 田 副 大 臣 よ り 、「 事 業者 支援 の 徹底 
等 | 、「 成 年 年 齢 引き 下げ 」 の 2 点 に 
人 還 00 申 の UN 

第 1 に 、「 コ ロナ 克服 ・ 新 時 代 開拓 の た め 
の 経済 対策 ] (昨年 11 月 決定 ) に 掲げ られ た 、 
① 政 府 系 金融 機関 に よる 実質 無利子 ・ 無 担保 
融資 の 延長 、② 伴 走 支援 型 特別 保証 制度 の 保 
証 上 限 の 引き 上 げ な どの 政府 の 支援 メニ ュー 
ad20 0 事業 者 支援 の 徹底 等 に 係 
る 各種 要請 (昨年 11 月 及び 12 月 発出 ) の 趣旨 
が 徹底 され る よう 、 名 財務 局 よ り 人 金融 機関 に 
XN 事 半 少 補 粒 る XX の < 選 U < くい た だ きた 
eR 

に 、 本 年 4 月 の 成年 年 齢 引下げ に 向け 

て 、 金 融 庁 と し て も 、 若 年 者 が 過大 な 債務 を 
負う こと が な いよ う 、 各 種 施策 を 着実 に 実行 
じ レ で いく こと 。 各 財 務 局 に お いて は 、 め 引き 
続き 当 庁 と 連携 し て 、 貸 金 業 者 の モニ タリ ン 
グ 等 に 万 全 を 期し て いく こと 、 ぐ ⑦② 積 極 的 な 広 























叶 記 当 語 IN 年 昌 が の 用 223IGIUNS7 IS7SU DE 


< 宗 清 大 臣 政務 官 挨拶 > 
款 清 大 臣 政務 官 よ り 、 
2 コン: に 引 康 
Summit| の 2 点 に つい て 、 以 下 の 発 言 が あり 
まま 
第 6 


「 地 域 企業 経営 人 材 


に 、 地 域 企業 経営 人 材 マ ッ チ ング 促進 

















※ 金融 庁 で は 、 法 令 に 基づき 、 
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「Regional Banking 靖 


地域 の 民間 金融 機関 等 の 検査 ・ 


事業 に 関し 、 金 融 庁 と し て も 、 大 企業 で 経験 
を 積ま れ た 方 々 の 地域 に お ける 活躍 を 後押し 
し た いと 考え て いる こと 。 各 財務 局 に お いて 
も 、 地 域 経済 の 更 な る 活性 化 に 向け て 、 地 域 
金融 機関 に 対し て 取組 み の 活 用 を 促し て いた 
NS 
a 一 部 の 財務 局 に も 協力 頂き 、 本 年 
月 に 開催 予定 の Regional Banking Summit 
6 陸生 IO 5 
た 様々 な 角度 か ら 事 業者 を 支援 し 、 地 域 の 産 
業 ・ 経 済 を 支え る た め の 、 地 域 金 融 機関 の 創 
意 工夫 を 後押し する こと を 目指 し て いる こと 。 
最後 に 、 事 業者 支援 に あたっ て は 、 各 種 支 
援 策 に 関す る 情報 が 、 必 要 な 人 へ きち ん と 伝 
わる こと が 重要 で ある と ころ 、 各 財務 局 に お 
いて は 、 関 係 機関 と 引き 続き よく 連携 し て 、 
情報 発信 じ で いた だ きた いこ と 。 














副 大 臣 及 び 政 務 官 の 挨拶 後 、 長 官 は じ め 金 
融 庁 幹部 か ら 、 金 融 行政 の 当面 の 課題 や 金融 
庁 の 取組 み 等 に つい て 説明 を 行い まし た 。 こ 
うし た 課題 等 に つい て 、 財 務 局 長 と 認識 を 共 
寄 事 る と と 名 に 。 引き 続き 金融 庁 ・ 財務 局 が 























一 体 と な っ て 取り 組ん で いく こと を 確認 し ま 
| 寺 












































と 宗 清 大 臣 政務 官 ( 右 ) 

















Cm 言 する 黄 川 田 計 
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に 係る 権 限 の 一 部 を 全国 11 の 財務 省 財 務 



































( 支 ) 局 等 (沖縄 











総合 事務 局 を 含む ) 

















区 球 代 し で を いる と と あろ ち 、 会 



































融 庁 と 財務 ( 支 ) 局 等 と の 間 で 十分 な 連 














携 を 図る 観点 か ら 、 3 か 月 に 一 度 、 





財務 ( 支 ) 局長 





等 及び 金融 庁 幹部 が 集まり 、 開 催す る 会 議 。 





海外 か ら の 寄稿 


ベル ギー に お ける 身近 な 環境 間 題 へ の 取組 み 


EU 代 表 部 二 等 書記 官 福井 恭 仁 





1. は じ め に 

[温暖 化 】 や 「 異 常 気 象 ] と いっ た 環境 問題 に 
関連 する 言葉 を 目 に し な い 日 は な いく らい 、 最 近 
は 新聞 紙面 等 で 毎日 の よう に 気候 変動 に 関す る 記 
事 が 取り 上 げ ら れ て お り 、 気 候 変 動 へ の 対応 の 重 
要 性 が 高まり 、 世 界 全体 で 取り 組ま な けれ ば な ら 
NNNRIS INNNGCD の WII SUNOS 0 
き て いる 。 実際 に 、 気 候 変 動 に 関す る 課題 は G 7 や 
G20 等 の 国際 的 な 場 で 継続 的 に 議論 され て いる と と 
as 2021 年 1 月 に は 基 国 クラ スバ ョ ヨー に て 移 
26 回 気候 変動 枠組 条約 締約 国会 議 (COP26) が 開 





























る 上 U22 の / II II 2 コッ クル 2 の の 千羽 
に 必要 な 情報 を 投資 家 に 提供 する た め の 開 示 制 度 
で ある 企業 サス テ ナ ビ リティ 報告 指令 (CSRD) の 
提案 や ベン チマ ー ク や グリ ー ン ボン ド 基 準 等 の 
ツー ル (EU グ リー ン ボ ンド 基準 の 提案 ) 等 を 整備 
し て きま し た 。2021 年 7 月 に は 、 欧 州 委 員 会 は 同 
戦略 を 改訂 し 、 サ ステ ナブ ル 経 済 へ の 移行 に 向け 
た 金融 セク ター の 支援 に つい て 、 既 存 の サス テ ナ 
ブル ファ イナ ンス ツー ル ボ ックス の 拡大 、 包 摂 性 
個 KS る 
ス 市 場 へ の アク セス 拡大 ) 、 金 融 機 関 の 強 事 化 と 






































催さ れ 、 世 界 中 に お いて その 議論 の 行方 が 注目 さ 
れ ま し た 。 首脳 級 会 合 で ある 世界 リー ダー ズ ・ サ 
ミッ ト で は 、130 か 国 以上 の 首脳 に よる スピ ー チ の 
中 で 、 今 後 の 世 界 的 な 気候 変動 対策 の 推進 に 向け 
た 各国 の 取組 み が 表 明 さ れ 、 和 気候 変動 問題 を 世界 
全体 の 課題 と し て 改め て 認識 し 、 国 際 社 会 全体 で 
連携 ・ 協 力 し て 取組 ん で いく こと が 約束 され まし 
だ 3 




















2. 欧州 に お ける 対応 

気候 変動 へ の 対応 が 世界 全体 で 取り 組ま れ て い 
の eS OS SOONG 有 NN シラン の 2 (= 
ン (VDL) 欧州 委員 会 委員 長 が 就任 直後 の 2019 年 
12 月 11 日 、 欧 州 グ リー ン デ ィ ー ル (EGD) を 含む 
6 つの 政策 指針 を 発表 し まし た 。 中 で も 、EGD は 
2050 年 まで に EU が 世界 で 初め て 「 気 候 中 立 (CO 
2 排出 実質 ゼロ ) な 大 陸 (Climate-neutral 
Continent) 」 に な る と いう 目標 達成 に 向け て 立ち 
上 げた 環境 政策 で 、 具 体 的 に は 2050 年 まで に 炭素 
中 立 を 実現 (1990 年 比 で 2030 年 に 50% て 55% 削 減 。 
後に 55% に 引き 上 げ ) し 、 人 や 動植物 を 汚染 や 公 
害 か ら 守 り 、 欧 州 企業 を クリ ー ン 技術 や 製品 の 
リー ダー と し 、 誰 も 取り 残さ き な い 公正 か つ 包 摂 的 
な 社会 変革 を 実現 する た め の 、 包 括 的 な 気候 ・ 環 
境 政策 パッ ケー ジ と な っ て いま す 。 














金融 面 に お いて は 、 欧 州 委員 会 は 2018 年 に サス 
ララ 220z4z2 (ロジ 02075052 ジ クーン ララ ミン PSILMU 
環境 目的 に 貢献 する 経済 活動 の 分 類 シ ステ ム で あ 
5 








貢献 の 拡大 (金融 セク ター の サス テ ナ ビ リティ へ 
の 貢献 向上 等 ) 、 グ ロー バル な 野心 目標 (国際 的 
AN テカ アル ラル イカ シス 課 王 装 る 国際 的 
な 合意 形成 の 促進 ) と いう 4 つの 必要 な 課題 を 追 
加 し で い 評 ず す 。 


3. ベル ギー に お ける 取組 み 

異常 気象 が も た ら す 台風 や 洪水 被害 等 の 身近 な 
気候 変動 に 関す る 悪影響 を 実際 に 感じ る 機会 が 多 
く ISU 全国 MM ウマ クニ バル レル ほお いて 
様々 な 対応 が 検討 ・ 実 施さ れ て いま す 。 欧州 に お 
いて も EU 全 体 で の 対応 に 加え 、 各 国 レ ベル に お い 
て も 対応 を 行っ て いま すず 。 














写真 : 走行 速度 が 30km/ 時 
に 制限 され て いる 様子 


ベル ギー に お いて も 、2021 年 7 月 に 豪雨 に よる 
洪水 が 発生 し 、41 名 の 尊い 命 が 犠 牲 と な り ま し た 。 
ベル ギー 連邦 政府 の アレ クサ ンド ル ・ ド ・ ク ロー 首 
相 は COP26 の 演説 の 中 で 、 ベ ルギー を は じ め 欧 州 
も 気候 変動 に よる 影響 を 受け て いる と 発言 し 、 ベ ル 
ギー は 2030 年 まで に 北海 の 洋上 風力 発電 施設 の 発 
電 容 量 を 3 倍 に 引き 上 げ 、 ク リー ン 水 素 を 供給 する 
最 重 要 ハ ブ と な る 等 を 含む 、 気 候 変 動 に 対す る 様々 
な 野心 的 な 対応 を 約束 する と と も に 、 身 近 な 生活 レ 
ベル に お いて も 、 個 人 的 に 興味 深い 取組 み を 行っ て 
Se の 00 で ここ SG2 生き は (上 さ きま あす 







































































(1 ) 市 内 30km 制 限 

2021 年 1 月 1 日 より 、 ブ リュ ッ セ ル 首 都 圏 地域 
の 一 般 道 路 に お ける 自動 車 の 運転 は 、 一 部 の 例外 
(一 部 幹線 道路 は 50 キ ロ 制 限 ) を 除き 、 原 則 、 制 
限 速 度 が 時 速 30 キ ロ と な り ま し た 。 本 規制 は 、 プ 
リュ ッ セ ル で の 交通 事故 数 の 減少 を 図る と と も に 、 
加減 速 の 少な い ス ムー ズ な 交通 の 流れ が 、 結 果 と し 
て 大 気 汚染 の 改善 や 騒音 低減 に つなが る と の 環境 目 
的 か ら 導 入 さ れ ま し た 。 個人 的 な 印象 で す が 、 ブ 
リュ ッ セ ル で は 荒い 運転 を する 方 が 多く 、 規 制 導入 
前 は 制限 速度 も あま り 守 られ て いな い 印 象 が あり ま 
し た が 、 規 制 導入 後 は (移動 式 カ メラ 増加 に よる 監 
視 と 違反 へ の 久 金 を 担保 と し て ) 、 概 ね 多く の 運転 
失 の 眼球 且 の RS OAMU GO 9 
また 、 規 制 導入 に 合わ せ 、「 時 速 31 キ ロ で は 違反 
と な る の か | と いう あま り に ダイ レク ト な 質問 が 行 
政 側 ウェ ブサ イト の Q&A に 掲載 され て いる の が 、 
固 人 的 に は 非常 に 興 味 深 か か っ た で す ( 笑 ) 。 













































































| 写真 : Car free Sunday の 様子 ] 


(2 ) Carfree Sunday 

欧州 で は 、 毎 年 9 月 16 日 一 22 日 に 、 都 市 交通 を 
切り 口 と し た 都市 環境 の 改善 を 目的 に 、 環 境 的 側面 
か ら 過 度 に 依存 し た 「 車 の 使い 方 」 を 市 民 ・ 行 政 が 一 
RU の に 二 に 205 コ 200 eg ( 
ウィ ー ク 」 と いう 交通 政策 推進 プロ ジェ クト が 行わ 
4000 い まり 人情 た に 、 長 終 目 に 休 ね わ 420 ル ーッ リリ 
デー は 、 自 動車 を 1 日 使わ ず 、 市 民 一 人 一 人 が 車 の 
な い 都 市 環境 を 実際 に 体験 し 、 車 優先 社会 の 問題 を 
2 2 50 2/U5/ し し ル (0 Uie 
は 、"Car Free Sunday" と いう 呼び 名 で 同様 の プロ 
ジェ クト が 実施 され て いま す 。 具 体 的 に は 、 朝 9 時 
30 分 か ら 19 時 まで 緊急 性 ・ 必 要 性 が な い 限 り 、 自 
動車 は 使用 で きず 、 移 動 手 段 は 原則 、 徒 歩 ・ 自 転 
Em) 王 ラ ーー タク レード の EE2 さ 0 の 目 さ の 55 
公共 交通 機関 の トラ ム や メト ロ 、 バ ス が 無料 で 乗車 
串 旧 還 80 ま の IGG の の この 崩 全 向 見 
ポー ツ 店 で は 販売 され て いる 自転 車 が 売り 切れ に な 
る ほほ と アラ ルッ レル MDESD SO の 9 目 和 た 0U の 0 し (6 
り 、 多 く の 方 が 自転 車 で ブラ ッ セ ル 市 内 を 1 周 し て 
いる そう で すす 


















































4. 終わ り に 

ブリ ュ ッ セル の これ ら の 身近 な 環境 取組 み は 、 ブ 
リュ ッ セ ル が ベル ギー の 首都 で あり な が ら 、 比 較 的 
コン パク ト な 都市 で ある か ら こ そ 出 来る 施策 で あり 、 
同様 の 施策 を 東京 で その まま 実施 する こと は 難し い 
と 個人 的 に は 思い ます が 、Car Free Sunday の よう 
な 施策 を 1 日 な いし 半日 だ け で も 限定 し た 地域 で 実 
施す る こと は 環境 に 対す る 人 々 の 意識 を 高め 、 身 近 
な と ころ か ら 環 境 対策 を 行う と いう 意味 で は 挑戦 し 
て みる 価値 は ある の で は な いか と 個人 的 に は 思い ま 



















































































政策 解説 コー ナー 





「 資 金 決済 ワー キン 
グ ・ グ ルー プ 報 告 ] (以下 「 本 報告 ] と いい ま 
5 中 20205200 10U たく ころ Se 2 の EAR 
ント を ご 紹介 し ます 。 


本 年 1 月 11 日 、 金 融 審 議会 





] 経 紀 
令 和 3 年 9 月 の 第 47 回 金融 審議 会 総会 に 
金融 担当 大 眉 よ り 、 | マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及 
び テ ロ 資 金 供与 対策 に 関す る 国際 的 な 要請 や デジ 
タル 化 の 進展 等 を 踏ま え 、 安 定 的 か つ 効 率 的 な 資 
金 決済 に 関す る 制度 の あり 方 に つい て 検討 を 行う 
こと 」 と の 詩 間 が な され た こと を 受け て 、 人 金融 審 
議会 に 「 資 金 決済 ワー キン グ ・ グ ルー プ 」 ( 座 
長 : 神 作 裕之 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教 
机 MRNII 本 ウー キン シノ クノ クルーク SU いま 
す ) が 設置 され まし た 。 その後 、 同年 10 月 か ら 12 
月 M 信 00GC il 加 660 0 生 に MIOOS の 
デズ 




















BE 


・ 電 子 的 支払 手段 に 関す る 規律 の あり 方 
・ 前 払 式 支払 手段 に 関す る AML/CFT の 観点 か ら 
の 規律 
に つい て 議論 を 行い 、 
本 報告 のり ます 


その 内 容 を まとめ た も の が 、 


2. 銀行 等 に お ける AML/CFT の 高度 化 ・ 効 率 化 に 
向け た 対応 
金融 の デジ タル 化 の 進展 や マネ ー・ ロ ー ン ダリ 
USN 国際 的 に も 金 
融 活 動作 業 部 会 (FATF) に お いて 、 よ り 高 い 水準 
1 OR 
ロン 等 対策 (AML/CFT) の 実効 性 向上 は 、 喫 緊 の 
計 癌 員 ど 恋 つ で 羽 語 すず す 。 
こう し た 状況 を 踏ま え 、 銀 行 業 界 に お いて マネ 
ロン 等 対策 業務 の 共同 化 に よる 高度 化 ・ 効 率 化 に 
向け 、 具 体 的 な 検討 が 進ん で お り 、 こ の よう な 共 
同機 関 の 業務 運営 の 質 を 確保 する た め の 業 規制 の 








銀行 等 に お ける AML/CFT の 高度 化 ・ 効 率 化 に あり 方 に つい て 、 本 ワー キン グ ・ グ ルー プ で 議論 
向け た 対応 RONES US 
共同 機関 設立 の 背景 と 適正 な 業務 運営 の 確保 


【 検 討 の 背景 】 
〇 金融 の デジ タル 化 の 進展 や マネ ロン の 手口 の 巧妙 化 等 を 踏ま え 、 国 際 的 に も FATF に お いて 、 よ り 高 い 水 準 で の 対応 が 
求め られ て お り 、 銀 行 等 に お ける マネ ロン 等 対策 の 実効 性 向上 が 喫緊 の 課題 と か つて いる (2021 年 8 月 FATF) 
〇 こう し た 状況 を 踏ま え 、 銀 行 業界 で は 、 マ ネロ ン 等 対策 の 高度 化 に 向け た 取組 み を 実施 ( 全 貸 : 2018 年 度 -AML/CFT 能 高度 化 研究 会 設置) 
〇 足元 、 全 銀 協 に お いて 、 中 小 規模 の 銀行 等 に お ける 単独 対応 が 困難 と の 声 も 踏ま え 、 マ ネロ ン 等 対策 業務 の 共同 化 に よる 
高度 化 ・ 効 率 化 (共同 機関 の 設立 ) に 向け 、 具 体 的 な 検討 が 加速 (2020 年 度 : 実証 実験 実施 2021 年 度 : タス ク フ ォ ー ス 設置 ) 
【 共 同機 関 に 対す る 業 規 制 の 基本 的 考え 方 】 
〇 共同 機関 が 多数 の 銀行 等 か ら 委 託 を 受け 、 そ の 業務 の 規模 が 大 きく な る 場合 、 以 下 の 点 を 踏ま え 、 共 同機 関 に 対す る 
業 規制 を 導入 (当局 に よる 直接 の 検査 ・ 監 督 等 を 及ぼ すこ と で 、 そ の 業務 運営 の 質 を 確保 ) 
銀行 等 に よる 共同 機関 に 対す る 管理 ・ 監 督 に 係る 責任 の 所 在 が 不明 瞭 と な り 、 そ の 実効 性 が 上 が ら な い お そ れ 


共同 機関 の 業務 は 、 マ ネロ ン 等 対策 業務 の 中 核 的 な 部 分 を 行う も の で あり 、 共 同機 関 の 業務 が 適切 に 行わ れ な けれ ば 、 
日 本 の 金融 シス テム に 与え る 影響 が 大 きい も の と な りう る 





共同 機関 の 業務 (イメ ー ジ ) 





| 
ye く 情 報 シ ステ ム ・ プ ログ ラム > 


| 
に ココ 
リス 0 に ココ 


・ 分 析 ・ 結 果 の 通知 





提供 = 
提供 ! 
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※ 本 人 年 1 月 11 日 公表 、 | 金融 審議 会 『 資 金 決済 ワー キン グ ・ グ ルー プ 』 報告 書 の 公表 に つ 


NC ( 尾 、 
WM https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20220111.html を ご 参照 くだ さい 。 
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業務 の 規模 が 大 きく な る 場合 に は 、 銀 行 等 に 
共同 機関 に 対す る 管理 ・ 監 督 ( J 




















不明 瞭 と な り 、 そ の 実効 性 が 上 が ら な い お そ れ が 
ある と 考え られ ます 。 ま た 、 共 同機 関 の 業務 は 
マネ ロン 等 対策 業務 の 中 核 的 な 部 分 を 担う も の で 
あり 、 共 同機 関 の 業 務 が 適切 に 行わ れ な けれ ば 、 
日 本 の 金融 レス テム に 与え る 影響 が 大 きい も の と 
20 の 2 者 2 らし まり の 

引 の 場合 る 念 に お いて 一 中 ME の 規 
英和 等 の 共同 機関 に 対す る 業 規 制 を 導入 し 、 当 局 に 
る 人 答 共和 仁 等 を 放さ こ で の RE 
の 質 を 確保 する 制度 的 手当 を 行う 必要 が ある と 整 
出生 / 
具体 的 な 業 規制 の 内 容 に つい て 、 本 報告 で は 
銀行 等 の 為替 取引 に 関す る 取引 フィ ル タ リ ング や 
取引 モニ タリ ング を 共同 機関 の 行う 業務 と し 、 こ 
れ ら が 的 確 に 行わ れる よう 、 一 定 の 参入 要件 や 兼 
業 規制 、 個 人 情報 の 適正 な 取扱 い 等 に つい て 整理 
(0068 





























































































































この ほか 、 本 報告 で は 、 銀 行 等 や 共同 機関 に よ 
る マネ ロン 等 対策 業務 の 円 滑 か つ 実 効 的 な 実施 に 
当たっ て は 、 定 期 的 な 本 人 情報 の 確認 等 に つい て 
国民 の 理解 を 得 る こと が 不可 欠 で あり 、 国 民 へ の 
周知 ・ 広 報 等 、 官 民 一 体 と な っ た 取組 み が 求 め ら 
れる と 整理 し て いま す 。 






























































3. 電子 的 支払 手段 に 関す る 規律 の あり 方 

令 和 元 年 6 月 の いわ ゆる リブ ラ 構 想 以降 、 国 際 
2 国語 の 0MIA ニク ルレ (2 る 放 紀 議 
舞 上 の 対応 等 に 関す る 議論 が 行わ れ 、 令 和 2 年 10 
選 司 (ESB が ビン ネス 同じ リス ヌス ク ほ は 同じ 
ルー ル を 適用 する 」 と の 原則 を 公表 し て いま す 。 



































これ を 踏ま え 、 米 国 や 欧州 で も この 原則 を 前 提 に 、 


いわ ゆる ステ ー ブ ル コイ ン に つい て の 規制 案 の 検 
討 が 進め られ て いま す 。 





こう し た 決済 分 野 を は じ め と する 金融 の デジ タ 





















































ル 化 の 動き 0 に 、 令 和 3 年 7 月 、 金 融 庁 に 
「 デ ジタル ・ 分 散 型 金 融 へ の 対応 の あり 方 等 に 1 
する 研究 会 」 が 8 受 置 され まし た 。 こ の 研究 会 に 

法学 者 や 実務 家 に 加え 、 技 術 者 等 も 参加 し 、 20 
台帳 を 利用 し た 金融 サー ビス 等 、 送 金 ・ 決 済 の 分 
野 に つい て 議論 が 深め られ 、 同 年 11 月 、「 中 間 論 


点 整 理 || が 取り ま と の 6 れ ま し た 





Um 点 整理 の 中 で 、 い わ ゆ る ステ ー ブ ル 
コイ ン に つい て は 速やか な 制度 的 対応 が 必要 と さ 


人 0 だ こら を 受 有 0 本 ウッ ウー キ ンク クノ ルーク て で 8 
その 内 容 を 踏ま えて 、 具 体 的 な 制度 設計 に つい て 
議論 を 行い まし た 。 




















RIKD2 < 静 二 アル 当 イン に うつ 朋 秩 な 中 表 
生生 < テ ラー クル ョ イン と 和 あ お る も の 由 は 
様々 な 仕組 み の も の が あり 得る と 考え られ ます 。 

















電子 的 支払 手段 に 対す る 制度 的 対応 





ジグ 国 デジ タル マネ デー 類似 型 】 











銀行 ・ 資 金 移動 業者 
















































的 > つと]/ ぃ EX 


E 眉 


1 
( 注 1) MD Se の 発行 ・ 償 本 は 為 筆 取 引 に a 現行 制度 に | ( 注 3) 信託 受益 権 を = ( 注 1) 包 は 暗号 資産 型 の 

いて 6 資金 移動 業者 が 行う こと と され て : 用 いる 仕舞 1 1 する 規制 案 を 公表 。 
(2) 電 了 的 の 係る 規 上 の 生 り 方 は 引き 続き 検 ! 仁 の ) 利用 上 前 


TI 較 号 資産 型 】 | 
較 だ gor アルゴ ヴ ズ ム で 価 他 の 安定 を の 
の 等 )ー rl 


| 
- 部 に つい て 、 発 行者 に 開示 規制 等 を 導入 ! 
の 動向 も 路 ま え 、 日 本 に お いて も 規制 

| 




























に つい て 














上 ーーー 
時 1 仲介 者 
ニッ ーー I 
今回 の 法 的 手当 し 
| . 利用 者 保護 や マネ ロン 等 の 対策 の 『!: に 
ンー 『 
観点 か ら 必要 な 対応 を 行う と 号 資産 交換 業者 
a - る 呈 宮 産 交換 業 の 規制 を ビビ 
as 参 I 
・ 電子 決済 等 代行 業者 上 GF5) マネ ロン リス クス の 対応 、 発 行者 と 仲介 者 の 人 P 
・ 金 融 サ ービス 仲介 業者 関係 の 明確 化 等 を 求め る ci: 
= TT TT TT TT TFT WES RN AE 


3K。、 























その うち 、 法 定 通貨 の 価値 と 連動 し た 価格 で 発行 
され 、 発行 価格 と 同額 で 償 選 を 約 す る も の に つい 
て 、 本 報告 で は 、 送 金 ・ 決 済 の 手段 、 す な わ ち デ 
ジタル マネ ー と し て の 規律 を 適用 する こと が 適当 
020 02 SE 

現行 の デジ タル マネ ー に 関す る 国内 の 法制 度 は 
銀行 や 資金 移動 業者 と いっ た 発行 者 が 責任 を 負う 
形 で の サー ビス 提供 が 想定 され て いま す が 、 本 
5 二 キ ンク "コク ルー で は 上 四 在 米国 等 で 発 
何 還 23EMIGUUD の 2 2 ニク ルル 2 ジン の 0 0 2 























行者 と 仲介 者 が 分 離し うる こと を 前 提 ( に 検討 を 行 
Ns 
本 報告 で は 、 送 金 ・ 決 済 サ ービス に お ける 民間 


oR ショ ン の 促進 や 、 利 用 者 保護 を 図る 観 
点 か ら 、 分 散 台帳 等 の 活用 も 念頭 に お いて 、 発 行 
MODS UN 形態 の 送金 ・ 決 済 サ ービス 
を 可能 と する 柔軟 で 過 不 足 の な い 法 制度 の 構築 が 
検討 され 、 仲 介 者 に よる 行為 を 新た に 業 規制 の 対 
2 る に と が 提 結 され 0 いま の 








その ほか 、 本 報告 で は 、 
・ 民 間 事 業者 の 発行 する デジ タル マネ ー に 関す 
る 制度 整備 の 検討 は 、 利 用 者 保護 や マネ ロン 
等 対策 と し て の 側面 の ほか 、 民 間 事 業者 が 決 
済 の 効率 化 等 に 向け た 様々 な 取組 み を 試行 で 
きる 環境 整備 と し て の 意義 が ある 

















・ 今 回 の 制度 整備 に よっ て 、 民間 デジ タル マ 
ネー と の 共存 が 前 提 と な っ て いる 中 央 銀行 デ 








ジタル 通貨 の よう な 決済 サー ビス の 利便 性 向 
上 等 が 期待 され る 
・ 銀 行 が 発行 者 と な る 場合 の 預金 保険 の あり 方 
等 の 論点 に つい て も 引き 続き 幅広 い 観点 か ら 
検討 すべ き 

に SB TUE OO 


4. 前 払 式 支払 手段 に 関す る AML/CFT の 観点 か ら 





の 規律 
前 払 式 支払 手段 の うち 、 高 額 で 電子 的 に 価値 の 
移転 が 可能 な も の に つい て 、 昨 今 の サー ビス 提供 


の 動向 等 を 踏ま え 、 マ ネロ ン 等 対策 の 観点 か ら の 
適切 な 規律 の あり 方 等 に つい て 議論 を 行い まし た 。 
本 報告 で は 、 こ うし た 高額 電子 移転 可能 型 前 払 
式 支払 手段 の 発行 者 に 対し 、 利 用 者 保護 等 の 観点 
か ら 、 資 金 決済 法 上 の 業務 実施 計画 の 届出 を 求め 
る る ご どど で 当局 の 人 二 呈 人 鐘 リ ジジ ク 00 2 こら 2 
犯 収 法 に 基づく 取引 時 確認 等 の 規律 の 適用 関係 を 
検 訳す べき こと が 提言 きれ で いま す 。 





5. 今後 の 対応 

金融 庁 は 、 今 後 、 本 報告 に 示さ れ た 方 向 性 を 踏 
まえ 、 令 和 4 年 通常 国会 に 必要 な 法律 案 を 提出 す 
る 等 、 適 切な 制度 整備 に 向け た 作業 を 進め て まい 
り ま 9 





前 払 式 支払 手段 の 発行 者 に 関す る 制度 的 対応 案 
〇 マネ ロン 上 の リス ク が 特に 高い 「 高 額 の チャ ー ジ や 移転 が 可能 な も の 」 (「 高 額 電子 移転 可能 型 」) の 発行 者 に 





対し 、 資 金 決済 法 に お いて 業務 実施 計画 の 届出 を 求め る と と も に 、 犯 収 法 に 基づく 本 人 確認 等 の 規律 の 適用 を 検討 する 。 
〇 同一 の 機能 ・ リ スク に 対し て は 同一 の ルー ル と いう 考え 方 に 基づき 、 機 能 が 類似 する 資金 移動 業者 ・ ウ クレジット カー ド 
事業 者 に 関す る 現行 制度 や 利用 実態 等 を 踏ま え 、 高 額 の 考え 方 は 、 以 下 の 通り と する こと が 考え られ る 。 


・1 回 当たり 譲渡 額 等 が 一 定額 ( 例 : 10 万 円 超 きり ) 、 














1 カ月 当たり 譲渡 名 等 の 累 計 額 が 一 定額 ( 例 : 30 万 円 超 さ ? ) 































































(参考 ) (参考 ) 
犯 収 法 適用 前 払 式 支 払 手段 の 発行 者 | 犯 収 法 不適 用 犯 収 法 適用 
クレ ジッ トカ ー ド 事業 者 ! 価値 の 移転 不可 価値 を 電子 的 に 移転 可能 資金 移動 業者 作品 
アカ ウン ト 残 高 が 
譲渡 可能 な も の 
交通 系 TIC カ ー ド 等 
























































電子 ギフ ト 券 等 






































アカ ウン ト 残 高 が 
譲渡 不可 な も の 

















(1 更 多 を 持ち 込ん で 電 行 状 琶 する 場合 は の に 対し て 取引 時 確認 (本 人 確認 ) を 求め る 犯 収 法 の 考え 方 を 参考 に 、 1 





と が 考え られ る 
( 注 2 ) 上 記 ク レジ ッ ト カ ー ド 事業 者 の 参考 欄 を 参照 。 





















国際 プラ ンド の プリ カ 


則 








回 当たり の 譲渡 額 ・ 











政策 解説 コー ナー 








は じ め に 

金融 庁 は 、 本 年 1 月 18 日 に 「 外 貨 建 保険 の 販売 
会 社 に お ける 比較 可能 な 共通 KPI] (以下 「 外 貨 建 
保険 の 共通 KPI| また は 「 本 KPI]」 と いう 。) を 公 



































表し まし た 。 本 KPI は 、 国 民 の 安定 的 な 資産 形成 の 
実現 に 向け た 施策 の 一 環 で あり 、 外 貨 建 保険 の 販 





売 会 社 が 自社 の 販売 商品 の 実績 を 「 見 える 化 」 す 
る よう に 促す こと で 、 顧 客 が 金融 事業 者 や 商品 の 
選択 を する に あたっ て 有益 な 情報 を 提供 する と と 
も に 、 金 融 事 業者 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の さ 
ら な る 推進 を 図る こと を 目的 と し た も の で す 。 本 
稿 で は 、 本 KPI の 概要 と 、34 先 の 金融 機関 に ご 協力 
を 得 て 行 っ た 本 KPI の 試行 的 な 分 析 に つい て 、 ご 紹 
NSHBIIGIUN/S2S SI 














貨 建 保険 の 共通 KPI の 

金融 庁 は 、 国 民 の 安定 的 な 資産 形成 の 実現 に 向 
け 、 平 成 29 年 3 月 に 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す 
る 原則 ] ( 令 和 3 年 1 月 改訂 。 以 下 「 本 原則 | と 
9 寺 還 0PRDES22NSS MI クレ 

これ まで に 、 多く の 金融 事業 者 が 本 原則 を 採択 
の 上 、 取 組 方 針 を 策定 ・ 公 表し 、 取 組 方 針 と 併せ 
て 顧客 本 位 の 業務 運営 を 客観 的 に 評価 で きる よう 
に する た め の 成 果 指標 (KPI) を 公表 し て いま す 。 
他方 で 、 自 主 的 な KPI の 内 容 は 区 々 で あり 、 顧 客 が 
KPI を 用 いて 金融 事業 者 を 選ぶ こと は 必ず し も 容易 













































































で な いこ と か ら 、 平 成 30 年 6 月 に 、 投 資 信 託 に つ 
いて 、 長 期 的 に リス ク や 手数 料 等 に 見 合っ た リ 


ター ン が どの 程度 生じ て いる か を | 見 える 化 | す 








%※1 平成 29 年 3 月 30 日 公表 ( 令 和 3 年 1 月 15 日 改訂 ) 








る た め に 、 比 較 可 能 な 共通 KPI (以下 「 投 資 信託 の 
共通 KP 上 I と いう 。) と 考え られ る 指標 を 公表 し ま 
| 計 ye 

今般 、 顧 客 本 位 の 良質 な 金融 商品 ・ サ ービス を 
提供 する 金融 事業 者 の 選択 に さら に 資す る と と も 
に 、 顧 客 が 業態 の 枠 を 超え た 商品 の 比較 を 容易 に 
する 観点 か ら 、 投 資 信 託 と 類似 の 機能 を 有する 金 
融 商品 と し て 比較 推奨 が 行わ れ て いる 外貨 建 保 険 
に つい て も 、 投 資 信託 の 共通 KPI と 同様 の 基準 で 定 


























































































































義 し た 、 「 運 用 評価 別 顧客 比率 ] と | 銘柄 別 コ ス 
還 り 2 ミン を 人 へ まま 0 ま 1 7 1 














「 運 用 評価 別 顧 客 比 率 ] は 、 基 準 日 に 外貨 建 
保険 を 保有 し て いる 各 顧 客 に つい て 、 購 入 時 
以降 の リタ ー ン を 算出 し 、 全 顧客 を 100% と し 
た 場合 の リタ ー ン 別 の 顧客 分 布 を 示し た も の 
で あり 、 
「 銘 柄 別 コ スト ・ リ ター ン 」| は 、 外 貨 建 保険 
の 各 銘 柄 に つい て 、 平 均 コ スト ( 各 契 約 に つ 
いて 、 保 険 会 社 が 支払 う 代 理 店 手数 料 の うち 、 
新 契約 手数 料率 と 継続 手数 料率 を 年 率 換算 ) 
と 平均 リタ ー ン ( 各 契 約 の 購入 時 以降 の リタ 
ー ン を 年 率 換算 ) を プロ ッ ト し た も の で す 。 
た だ し 、 保 険 は 投資 信託 と は 異な り 保 障 機能 
有する も の の 、 本 KPI の リタ ー ン に は 同機 能 が 反映 
き SMG 2 し た 06 コリ スペ ョ シン の の を 
も っ て 投資 信託 と 単純 に 比較 する こと は 必ず し も 
適切 で は な いこ と に 留意 が 必要 で す ※3。 


























































































































「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 |] に つい て は 、 


https://www_.fsa.go.jp/news/r2/singi/20210115-1/02.pdf を ご 参照 くだ さい 。 











※2 投資 信託 の 共通 KPI で 定義 し て いる 「 預 り 残 高 上 位 20 銘 柄 の リス ク ・ リ ター ン | に つい て は 、 外 貨 建 保険 で 




















は 金融 事業 者 が 算出 に 必要 な デー タ の 蓄積 が な され て いな いこ と 等 、 検 討 すべ き 課 題 を 有する た め 、 現 時 
準 で 定義 し た 共通 KPI の 導入 は 見 送り 、 今 後 検討 を 進め て いく 予定 で す 。 
金融 事業 者 が 本 KPI を 公表 する に 当たっ て は 、 こ の 点 も 含め た 保険 商品 と し て の 特徴 に つい て 、 
































点 で 同様 の 基準 で 



































次 の と お り 定 性 的 に 記載 する こと と し て いま す 。 








































































































評価 と は 異な り ま す 。 


















































外貨 建 保 険 は 、 保 障 と 運用 を 兼ね て お り 、 満 期 や 死亡 の 際 に は 保険 金 が 支払 われ ます 。 解約 時 に は 解約 
返戻 金 が 支払 われ ます が 、 保険 商品 は 長期 保有 を 前 提 と し て お り 、 特 に 、 契 約 後 の 早い 段階 に 解約 し た 
場合 に 受け 取る 解約 返戻 金 は 、 一 定額 の 解約 控除 等 

返戻 金 は 基準 日 時 点 の 為替 レー ト で 円 貨 換算 し て お り 、 溝 期 ま で 保有 し た 場合 や 、 外 貨 で 受け 取る 
の 

















に より 、 一 時 払 保険 料 を 下回る 場合 が 多く あり ます 。 


























外貨 建 保険 の 共通 KPI に 関す る 分 析 

公表 に 当たっ て は 、 主 要 行 等 ・ 地 域 金 融 機関 34 
先 に 本 KPI の 試算 に 協力 を いた だ き 、 各 先 の 試算 を 
も と に 、 投 資 信託 の 共通 KPI と 比較 し た 分 析 デ ー タ 
SROS SO 7EOO0G 症 UN 
ao 







































































①⑪ 運 用 評価 別 顧客 比率 

















31 年 3 月 末 時 点 は 63% が プラ ス で 37% が マイ ナス 
SS II2 

また 、 外 貨 建 保険 は 主として 外国 債券 で 運用 し て 
いる こと か ら 、 比 較 的 ば ぼら つき が 少な く 、 運 用 損益 
率 が -10% 以 上 か ら +10% 未 満 の 顧客 の 割合 が 
0 2 00 貞二 0 六 当 ( 目 衣 IGR 
ー30% 未 満 や +30% 以 上 の 顧客 が 相対 的 に 多く 存 




































































販売 会 社 が どれ くら い の リ ター ン を 個々 の 顧客 に 

提供 し て いる か に つい て 、 外 貨 建 保険 を 保有 し て い 
る 顧客 の 基準 日 時 点 に お ける 運用 評価 を 算出 し た 運 
用 評価 別 顧客 比率 を 見 る と 、 主 要 行 等 ・ 地 域 金 融 機 
関 34 先 合算 ベ ペース で 、60% の 顧客 の 運用 評価 率 が 
プラ ス (契約 時 点 の 一 時 払 保険 料 よ り 基 準 日 時 点 の 
解約 返戻 金額 + 既 支 払金 額 が 円 換算 で 大 きい ) で あ 
る 一 方 、40% の 顧客 の 運用 評価 率 が マイ ナス で し 
た 届 語 2 EL の 2 (役人 還 上 6 
直近 の 令 和 3 年 3 月 末 時 点 で は 株 式 市 場 の 高騰 等 に 
より 84% が プラ ス (基準 日 時 点 の 累計 買 付 金 額 
(手数 料 込 ) より 基準 日 時 点 の 評価 金額 + 累計 受取 
分 配 金額 + 累計 売 付 金額 が 大 きい ) と な っ て いま し 
た が 、 令 和 2 年 3 月 末 時 点 で は 31% が プラ ス で 
69% が マイ ナス 、 平 成 
































































































































































































































( 図 1 ) 外貨 建 保険 の 運用 評価 別 顧客 比率 
(主要 行 等 ・ 地 域 金融 機関 合算 ネー ス ) 


























ー50% 未 満 -50% 以 上 -30% 以 上 -10% 以 上 


0% 以 上 +10% 以 上 +30% 以 上 +50% 以 上 
ー30% 未 満 10% 未 満 0% 未 満 +10% 未 満 +30% 未 満 +50% 未 満 (運用 評価 率 ) 
運用 評価 率 








社 尼 本 し 療 。 

繰り 返し に な り ま す が 、 外 貨 建 保険 は 死亡 保障 な 
どの 保障 機能 を 有 し て いる も の の 、 本 比率 で は この 
よう な 保障 機能 が 反映 され て お ら ず 、 投 る 
ずれ が 顧客 に 有利 か を 本 比率 で も っ て 単純 に 比較 す 
る こと は 、 必 ず し も 適切 で は な いこ と に 留意 が 必要 
で ず 。 




































































② 銘 柄 別 コス ト ・ リ ター ン ※6 

各 販 売 会 社 の 外貨 建 保険 の うち 契約 日 か ら 5 年 以 
上 経過 し た 外貨 建 保 険 に つい て 、 コ スト と リタ ー ン 
の 関係 を 検証 し た と ころ 、 各 先 の 全 銘 柄 加重 平均 値 
に つい て は 、 両 者 に 明瞭 な 関係 は 認め られ ませ ん で 
し 交 ( 図 8S) 。 






















































































( 図 2) 投資 信託 の 運用 損益 別 顧客 比率 

















(主要 行 等 ・ 地 域 金融 機関 合算 ベー ス ) 














※4 当該 分 析 結果 は 外貨 建 保 険 を 販売 する 一 部 金融 機関 の 数 値 を まとめ た も の で あり 、 金 融 機関 全体 の 実態 を 

















反映 し た も の で は あり ませ ん 。 












































※5 本 分 析 に お ける 外貨 建 保険 の 共通 KPI の 基準 日 は 販売 会 社 に よっ て 異な り 、 令 和 3 年 6 一 11 月 末 の いずれ か 


























Xe 銘柄 別 コス ト ・ リ ター ン に つい て は 、 契 約 日 か ら 5 年 以上 経過 し た 外貨 建 保 険 が な いま た は 僅少 の た め 











] ] 集計 対象 外 と し て いる 先 も あり ます 。 























言 訪 計 侍 売 の 交 柄 別人 みる も の つ ョ ミト の ト 
昇 に 伴い リタ ー ン は 一 定 程度 下落 する 傾向 が 見 られ 
まし た ( 図 4) 。 外貨 建 保 険 に お いて は 、 早 期 に 解 
約 す る ほど 解約 控除 が 大 きく な る 場合 が 多い た め 、 
契約 期間 が 長い ほど 1 年 あたり リタ ー ン が 高く な る 
員 向 に あり ます 。 加え て 、 契 約 期間 が 長い ほど 1 年 
あたり の 代理 店 手数 料率 は 小さ く な る た め 、 コ スト 
も 低く な る 傾向 が あり ます 。 す な わ ち 、 契 約 期間 の 
長短 が 上 記 関 係 に 影響 し て いる 要因 と 考え られ ます 
※7 

NEEE 二 2 に PEBEHb の 語り スー ジン 2 
保険 会 社 が 販売 代理 店 に 支払 う 代 理 店 手数 料率 を コ 
NCSA の O ョ IS 還 合 Cm シン 
に つい て は 、 顧 客 が 負担 する 販売 手数 料率 及び 信 
報酬 率 を コス ト と し て いる こと か ら 、 投 資 信託 と コ 
スト 同士 で 比較 する こと は 適切 で な いこ と に 留意 が 
必要 で す 。 
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( 図 3) 信 祥 の ヨコ スズ ドリ メタ ニン 





@ 主要 行 等 


$ 地域 金融 機関 
3% 


リ 2% 





0.7% 


0.6% 


( 低 )  -1% | 





今後 に つい て 

今後 、 外 貨 建 保 険 の 販売 会 社 に お いて は 、 国 民 の 
安定 的 な 資産 形成 の 実現 に 向け て 、 顧 客 へ の 良質 な 
情報 提供 を 行っ て いく 観点 か ら 、 こ れ ら 2 つの 指標 
に 関す る 自社 の 数 値 を 公表 する こと を 期待 し ます 。 

また 、 金 融 庁 は 、 金 融 事 業者 に お ける 顧客 本 位 の 
業務 運営 の さら な る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み と し 
て 、 本 原則 を 採択 する 金融 事業 者 に 対し 、 原 則 2 ~ 
7 に 示さ れ て いる 内 容 毎 に 、 公 表し て いる 取組 方 針 
等 に お ける 記載 内 容 と の 対応 関係 及び 投資 信託 の 共 
通 KPI の 実績 に つい て 報告 を 求め 、 金 融 庁 に よる 金 
融 事 業者 リス ト に 掲載 する こと と し て お り 、 今 般 、 
外貨 建 保険 の 共通 KPI に つい て も 実績 を 公表 し て い 
る 場合 は 同様 に 報告 いた だ く こ と と し ます 。 
具体 的 に は 、 本 原則 を 採択 する 金融 事業 者 に お か 
れ て は 、 本 年 ( 令 和 4 年 ) は 、 本 年 3 月 末 時 点 の 計 
数 を 公表 いた だ き 、 本 年 6 月 末 ま で に 人 金融 庁 宛 に 報 
短い 交 だ くさ そる を 衣笠 し まし また 等 融 司 i ぐ GJ 
報告 いた だ いた 外貨 建 保険 の 共通 KPI に つい て 、 投 
資 信託 の 共通 KPI と 同様 に 分 析 内 容 を 公表 する 予定 
Ci 






































































































































































































































( 図 4) 全社 の 各 銘 柄 の コス ト ・ リ ター ン ※8 





( 高 ) 7% 


四 還 主要 行 等 
| 4 地域 金融 機関 


























※7 各社 の 全 銘 柄 加重 平均 値 に つい て 同様 の 傾向 が 見 られ な い 理 由 と し て は 、 各 社 と も に 外貨 建 保 険 の 販売 開 








始 時 期 や 販売 量 の } 
推測 され ます 。 


移 に 大 き な 差 が な く 、 各 社 




































































ご と の 平均 的 な 契約 期間 の 長短 に 差 が 生じ な か っ た た め と 
































※8 全社 


位 200 銘 柄 に 該当 する も の を 











中 し 2 誠 各 の 。 






































・ 全 銘柄 の コス ト ・ リ ター ン の うち 、( 基 準 日 時 点 の 解約 返戻 金額 + 基準 日 まで の 既 支 払金 額 ) の 順 で 上 
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政策 解説 コー ナー 





令 和 3 年 11 月 25 日 及び 12 月 22 日 、 ロ ー カ ル 
SDGs 四 国 (LS 四国 ) ※1 は 、 協 力 機関 で ある 四国 
財務 局 、 金 融 庁 及び 環境 省 と 連携 し 、 | 四国 の 森 
GUEI22 eZ2 の 0 シン Si 

この イベ ント で は 、 林 業 分 野 で 活躍 する 多様 な 
関係 者 に 登壇 いた だ き 、 参 加 す る 四国 内 外 の 自治 
体 や 地域 金融 機関 、 林 業 従事 者 等 と の 新た な ネッ 
トワ ー ク 形成 を 通じ て 、 持 続 可 能 な 森林 と その 生 
業 に か か わる 諸 課 題 を 把握 ・ 共 有 し 、 今 後 の 展 開 
居 つ な ける と を 目的 し で で おり 2 目 癌 を 通し Di 
林業 分 野 に 関心 を 持つ 四国 内 外 か ら の 地域 金融 機 
関 、 自 治 体 、 林 業 従事 者 等 を 中 心 に 、 延 べ 約 180 名 
が 参加 し 、 登 壇 者 や 参加 者 同士 で 意見 を 交わ し ま 
2 
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本 ダイ アロ グ Day 1 ・Day 2 の 開催 に あたっ て 、 




















森林 経営 に 取り 組み 、 就 労 ・ 雇 用 の 確保 、 地 元 製 
材 業者 へ の 木材 安定 供給 等 の 実践 を 数 十 年 に わ 
た っ て 続け て お り 、 「SDGs 達 成 に 向け た 世界 的 な 
会 DPIB 引 則 2 月 GUHA ま マ ン ス に の 2 くい 
く 、 そ の た め に は 、 国 や 自治 体 、 経 済 界 等 の ス 
テー ク ホ ル ダ ー が 行動 変容 と 共 創 し て いく こと が 
RI E 邊 (07 0 人 の 0 まま G 
調 い 六実 き 評 し 

その ほか 、 株 式 会 社 マ プリ イ ・ 山 口 幸 司 氏 か ら 
は 森林 x DX の 取組 、 日 本 政策 金融 公庫 岡山 支店 ・ 
水谷 悠 哉 氏 や 四国 森林 管理 局 ・ 安 田 幸治 氏 か ら は 、 
それ ぞ れ 各 組 織 に お ける 林業 分 野 の 取組 み を ご 紹 
MES きま NUMSS 




































































Day 2 (12 月 22 日 ) で は 、 株 式 会 社 飛 騨 の 森 で 
クマ は 踊る ・ 松 本 剛 氏 か ら は 100 年 先 の 視点 で 森 の 





























置 頭 に 、LS 四 国共 同 代 表 ・ 環 境 省 中 国 四国 地方 環 
境 事務 所 長 ・ 上 田 健二 氏 か ら 「 わ が 国 の SDGs 人 達成 
に 向け た 取組 に お いて は 、 地 志 、 国 舎 こ そ が アロ 
2 20 で の 000 お 0 50N MA の の し 
ビジ ネス な ど に チャ ンス が ある 四国 に お ける 最 









































価値 を 考え る 飛騨 の 森 の 取組 み 、 株 式 会 社 サ イプ 
レス ・ ス ナダ ヤ の 砂田 雄太 郎 氏 か ら は CLT (Cross 
Laminated Timber : 直交 集成 材 ) の 活用 ・ 可 能 性 
に つい て 、 す みれ 地域 信託 株 式 会 社 ・ 井 上 博 成 氏 
か ら は 杯 業 分 野 に お ける 信 放 スキ ー ム を 活用 した 


























た る 資源 で ある 森林 に つい て 、 そ の 地域 の 宝 を 再 
発見 し 、 そ こ に 投資 が 生ま れ 、 持 続 可能 な 利用 に 
つなが る 、 そ の た め に は 、 自 治 体 、 企 業 や 金融 機 
関 も 含め た 多様 な 関係 者 の パー トナ ー シ ッ プ が 不 
可 欠 。 こ の 場 が 、 森 林 資 源 に 関す る ニー ズ と シー 
ズ の 新た な マッ チン グ の 機会 と な り 、 さ ら に は 上 只 
体 的 な 事業 創出 に つなが っ て いく こと を 期待 し て 
323 | 還 EPS2ES PV 





















































Day 1 (11 月 25 日 ) で は 、 元 北海 道 下 川町 
SDGs 推 進 戦略 室 室 長 ・ 蒙 島 豪 氏 か ら 、 人 口 
約 3.300 人 の 小さ な 自治 体 ・ 下 川町 に お ける 、 
森林 資源 を 最大 限 ・ 最 大 効率 に 活用 する 取組 
01 DOSte 二 SINS が SNSs ま ls 還 BIH 
で は 、 林 業 の 川上 (伐採 ・ 造 林 ) から 川 下 ( 















































取組 (000  。 且 朋 07870 き まま / 

参加 者 か ら は 、「 北 海道 下川 町 の 未来 づく り の 
事例 は 、 地 域 住 民 発 で 継続 的 な 取組 に つなが り 、 
参考 に な っ た 」 「 異 業種 に よる 森林 の 活用 事例 は 、 
今後 の 四国 地方 の 取組 と し て 多く の 情報 を 得 ら え 
た | 「 森 林 x DX の 取組 み が 進 ん で いる こと が 実感 












































で きた IA と の 声 の 軸 が れれ まし た 





























加工 ・ 流 通 ) まで の シー ムレ ス ぐ 効率 的 な 木 
材 の 生産 流通 加 エ シス テム を 構築 する 循環 型 



































※1 ロー カル SDGs 四 国 
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(L S 四 国 ) 





































































































: 四国 の 地域 課題 を 解決 し 、 持 続 可 能 な 地域 づく り を 進め る 「 地 域 特 
環 共生 圏 ニ = ロー カル SDG s」 の 達成 に 向け た 取組 を # ト 
域 を 創る た め に 、 産 学 官民 金 等 の 多様 な 関係 者 が 学び あい 、 支 え 合う 場 な ど を 提供 。 


四国 各地 で 魅力 ある 地 








進 す る プラ ッ ト フ ォ ー ム 。 





























(https://ls459.net/) 








令 和 3 年 3 月 31 日 に 「 持 続 可 能 な 地域 経済 社会 の 気づき や 新た な ネッ トワ ー ク 形成 に つなげ る こと 
の 活性 化 に 向け た 金融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム 」 を 目的 に 、 令 和 4 年 3 月 2 日 ( 水 ) 、 連 携 チ ー ム イ 
(AN | 還 携 ニム と いう の 人 尾 UV 月 ベジ シト (うう ン ラン) を 開 仙人 た し ます は の ひ 多 < 
続 可 能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け て 、 両 省庁 の の 皆さま の ご 参加 を お 待ち し て お り ま す 。 (詳細 は 
知見 や ノウ ハウ を 持ち 寄り 、LS 四 国 を は じ め と す 後日 公表 予定 ) 























る 各地 域 の 課題 解決 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 
居 向 財 宏 ネッ トウ ワー 金融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム 


ク 形 成 支援 等 に 取り m 発足 


・ 令 和 3 年 3 月 31 日 、 持 続 可 能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け て 、 金 融 庁 と 環境 省 の 「 持 続 可 能 な 地域 
























































組ん で いま す 。 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 連携 チー ム 」 を 発足 。 
の _ ァ で ド 和志 扶 エ wm 概要 ・ 目 的 
ーー DE CO 連携 チ ・ 地域 の 各 主 体 が それ ぞ れ の 役割 を 果たし つつ 、 相 互 補 完 関係 を 構築 する と と も に 、 地 域外 の 経済 主体 
< と も 密接 な 関係 を 持ち な が ら 、 多面 的 連携 ・ 共 食し て いく 地域 経済 エコ シス テム の 形成 や 地域 課題 
or た 幸人 人 の 清 骨 した が 8 人 づく り に 資す る 取 
' に つい て ーー り で 取組 お こと を 
域 の 取組 を 紹介 する 
還 主 な 連携 項目 
と と も に 、 地 域 経済 G 地域 経済 エコ シス テム の 形成 に 資す る 人 的 ネッ トワ ー ク の 構 委 支 提 
② 地域 課題 解決 に 資す る 関係 者 と の パー トナ ー シ ッ プ の 充実 や 人 材 の 発掘 ・ 育 成 支 援 
= 所 | 用 欠 デ な の 形成 ③ 地域 金融 機関 に お ける SDGs/ESG の 実践 等 を 通じ た 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 取組 支援 
や 地域 課題 解決 に 参 
18 還 連携 チー ム の 体制 
考 と な る 関係 省庁 の ・ 09 選 。 ・ 著作 
・ 環境 省 大 臣 官房 審議 官 ・ 大 臣 官房 環境 経済 課 環 境 金融 推進 室 
施策 を 紹介 する こと 
で 、 他 の 地域 の 取組 [| 写真 : 金 融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム  ] 




















る 四国 の 森林 活用 ダイ アロ グ の 登壇 者 等 一 覧 タ 


11 月 25 日 開催 
四国 の 森林 活用 ダイ アロ グ (Day1) 
< 地域 金融 と の ベス トミ ックス に よる 林業 x 〇 〇 の 展開 に つい て ) ~ 


株 式 会 社 ク レア ン 蒙 島 豪 氏 ( 元 北海 道 下 川町 政策 推進 課 SDGs 推 進 戦 略 室 室長 ) 
| 森林 活用 か ら 展 開 す る SDGs 地 域 振 興 ・ 政 策 事例 」 


日 本 政策 金融 公庫 岡山 支店 中 国 四国 地区 総括 課 課長 代理 水谷 悠 哉 氏 
| 林業 分 野 に お ける 日 本 政策 金融 公庫 農林 水産 事業 の 取組 に つい て 


株 式 会 社 マ プリ イ 代表 取締 役 山口 圭司 氏 
森林 xDX 誰 で も 簡単 に 三次 元 測量 ノ 解 析 ア プリ ] 
四国 森林 管理 局 企画 調整 課長 安田 幸治 氏 
四国 森林 管理 局 の 取組 等 に つい て 」 












































12 月 22 日 開催 
四国 の 森林 活用 ダイ アロ グ (Day2) 
て 森林 業 と の ベス トミ ックス に よる 地方 創 生 及 び 地 域 脱 炭 素 社会 の 実現 に 向け て 一 


登壇 者 ① 株 式 会 社 飛騨 の 森 で クマ は 踊る 松本 剛 氏 
[地域 の 森 と 木 と 人 を 活か す 場 の 作り 方 」 


登壇 者 ② 株 式 会 社 サ イプ レス ・ ス ナダ ヤ 砂田 雄太 郎 氏 

木材 利用 と CLT」 

登壇 者 ③ すみ れ 地 域 信託 株 式 会 社 井上 博 成 氏 

[森林 の 川上 一 川下 に お ける グル ー プ で の 取組 み 一 信託 に 焦点 を あて て 一 | 




















※2 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 金融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム : 令 和 3 年 3 月 、 持 続 可 能 な 地 
域 経 済 社会 の 活性 化 に 向け て 、 両 省庁 の 知見 や ノウ ハウ を 持ち 寄り 、 協 働 で 取組 むこ と を 目的 に 発足 
詳細 は 、https://www_fsa.go.jp/news/r2/20210330/20210322.html を ご 参照 くだ さい 。 
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お 知らせ 
信用 組合 と お 取引 いた だ いて いる お 客 さ ま へ 
ー マ ネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 に ご 協力 くだ さい 


信用 組合 と お 取引 を いた だ いて いる お 客 さ ま へ 
「 お 客 さ ま の 情報 」 の 定期 的 な 確認 に つい て 
ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 


ー マ ネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 に ご 協力 くだ さい 一 


近年 、 国 際 社会 に お いて マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 の 
重要 性 が 高まっ て お り ま す 。 ま た 、 国 内 に お いて も 預金 口座 を 悪用 し た 特殊 
詐欺 な どの 金融 犯罪 が 発生 し て いま す 。 

各 金 融 機 関 で は 、 こ れ ら の 犯罪 行為 を 防止 し 、 お 客 さ ま が 安 心 ・ 安 全 に お 
取引 で きる よう 、 犯 罪 収益 移転 防止 法 お よび 、 人 金融 庁 「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ 
ング 及び テロ 資金 供与 対策 に 関す る ガイ ドラ イン | に 基づい て 様々 な 対策 を 
進め て いま す 。 


この 対策 の 一 環 と し て 、 信 用 組合 を 含む 各 全 融 機関 で は 、 お 客 さま の 現在 


の 情報 を 定期 的 に 確認 する 取組 み (※) に つい て 、 そ れ ぞ れ 所 定 の 方 法 に より 
順次 行っ て お り ま す 。 
(※) 既に お 取引 を いた だ いて いる お 客 さ ま に 対 し 、 お 取引 の 内 容 や 状況 等 に 応じ て 、 お 客 さ ま に 
関す る 情報 や お 取引 の 目的 な ど を 定期 的 に 確認 させ て いた だ く 取 組み で す 。 


この よう に お 客 さ まお 一 人 お ひと り の 情報 を 定期 的 に 確認 させ て いた だ く 
こと は 、 犯 罪 組織 や テロ 組織 が 善良 な お 客 さ ま に 紛 れ て 気づか れ な いよ うに 
金融 機関 を 利用 し た り 、 お 客 さ ま に な りす まし て 預金 口座 を 不正 利用 し た り 
する こと を 防止 し 、 金 融 機 関 を ご 利用 いた だ く 皆 さま 方 の 安全 ・ 安 心 に も 芋 
が る 取組 み と し て 行っ て お り ま す 。 


お 客 さ ま に お か れ ま し て は 、 こ うし た 取組 み に ご 理解 いた だ き 、 信 用 組合 か 
ら の 「 お 客 さ ま の 情報 ] に 関す る 定期 的 な 確認 の 依頼 に 対し て 、 ご 協力 くだ さ 
いま す よ うお 願い 申し 上 げ ま す 。 


最近 は 色々 な 方 法 で お 客 さ ま の 情報 を 取得 し よう と する 詐 歌 の 手口 が 発生 し て いま す の で 、 も 
し も 不審 な 点 が ある 場合 に は 、 お 取引 の ある 信用 組合 の 本 支店 に ご 照会 いた だ きま す よ う 、 よ る ろ 
し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 





Shinkumi Sank 


信用 組合 中 央 協会 ム ム 金融 庁 
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PT 全体 X 金 融 】 セッ ショ ン ONLINE を 開催 し ます ! 


配 が 関 ダ イア ログ スピ ン オ フ 企画 ーー 


【 目 治 体 x 金 融 】 セ ッ シ ョ ン ONLINE 
交友 自治 体 と 金融 機関 の 共 創 を 目指 し て ! 太 文 


2022 年 2 月 9 日 ( 水 ) 定員 
18 : 30~20 : 00 100*% 


還 熱い 想い を 持つ 有志 職員 (地域 金融 機関 公務 員 等 の 皆さま ) の 参加 を お 待ち し て いま す ! 
還 棒読み 茜 止 の プレ ゼン 後 、 関心 の ある 制度 ・ 施 策 を 選択 し て グル ー プ セッション を 行い ます 。 


18:30~18:35 オープニング 金融 庁 地域 課題 解決 支援 チー ム 


ーー ・ 脱 談 素 化 等 に 向け て 」 


18:35- ン 18:45 FE 度 と 来年 度 
6 東京 都 政策 企画 語 吾 時 業 部 国際 例 融 都市 担当 課長 黒澤 宏明 氏 
環境 局 地球 環境 エネ ルギー 部 中 小 規 模 事 業 所 対策 担当 課長 松川 英郎 氏 


18:45~18:55 時 半 と の 連携 に よる 自治 体 発 オー プン イノ ベー ショ ン の 抽出 
愛知 過 結 業 スタ ー ト アッ プ 推 進 監 柴山 政明 氏 


18:55~19:05  「 入 市 市 企業 お よび 市 和 に お ける 瑞生 作用 
Eee 神戸 市 チー フ ・ エ バン ジ エ リ スト 栗山 亜子 


ピッ チ ①…「 『 地 方 創 生 x 脱 戻 素 』 推進 事業 」 (環境 省 ) 
19:10~19:30 。 < グル ー プ セッ ショ ン ①> 対話 セッ ショ ン を 通じ て 理解 を 深め まし ょ う ! 
ピッ チ ②-「 穂 極 的 な 賃上げ 等 を 促す た め の 税制 措置 (賃上げ 促進 税制 ) 」 (財務 省 ) 
19:35~19:55 < グル ー プ セッ ショ ン ②> 心理 的 安全 な 場 で ざっ くば らん に セッ ショ ン し まし ょ う ! 
19:55~ クロ ー ジ ング 


参加 方 法 の ご 奈 内 
以下 の URL か 右 の QR コー ド か ら お 申込 みく だ さい 。 


※ 申 込 締切 : 開催 日 当日 正午 まで 
還 PC、 タ ブレ ッ ト 、 スマートフォン で 職場 や 自宅 、 ど こ か ら 


で も 参加 可能 。 本 件 に 関す る お 問い 合わ せ 
m 参加 に あたっ て は 、 事 前 に zoom の 動作 確認 を お 願 記 03-3506-6000 内 線 : 5371 
い 致 し ます 。 ss chiiki-kadai@fsa.go.jp a 
画 参加 時 の URL は 別途 ご 秦 内 致し ます 。 笠井 ・ 鈴 木 - 住 本 


Jl 由 日 邊 区 揚 ヤ 





お 知ら せ 


18 歳 、19 歳 の あな た に 伝え た い ! ! 
ー 成年 年 齢 の 引下げ を 踏ま えた 注意 喚起 - 





18 歳 、19 歳 の あな た に 伝え た い ! ! 


令 和 4 年 4 月 か ら 、 18 歳 で 成年 (成人 ) と な り ま す 。 
自分 ひと り で 契約 が で きる よう に な り 、 の 


新 歓 コ ン パ の お 金 オン ライ ン ゲ ー ム で 
が 足り な い ! 大 人 課金 し て みた い ! 
彼女 に 指輪 を 


後払い 決済 で 
プレ ゼン ト し た いな ご 〇 







a 






いっ ぱい 買い 物 し ちゃ う ~ か 





お 人 金 を 借り る こと も で きる けど 、 借り すぎ に は 要 注 意 ! ! 
女 浪 費 、 遊 興 費 、 ギャ ン ブ ル な どの た め に 、 軽い 気持 ち で 高 金 利 の 借金 は し な い 
友 収 入 の 範囲 内 で 生活 する こと 、 高 金利 の 借金 を 避け る こと が 大 事 

文 借金 返済 の た め の 借 人 金 は し な い ( 多重 債務 に 陥り 、 借金 返済 が 困難 に ) 

文 目 分 だ け は 大 丈夫 ! と は 思わ な いで ( 誰 で も 多重 債務 に 陥る 危険 性 は ある ) 


お 金 を 借り る 場合 は 無理 の な い 返 済 が 絶対 条件 ! 払い きれ な い 人 金利 の 借金 は し な い ! 
複数 の 金融 機関 を 比較 ・ 検 討 し 、 毎 月 の 返済 額 や 返済 期間 を 必ず 確認 し て くだ さい 。 
そし て 何より ・…・ 


絶対 に 、 絶対 に 、 
違法 な 高 金利 業者 (ヤミ 金融 ) は 





利用 し な いで くだ さい ! 
ヤミ 人 金融 か ら お 人 金 を 借り る と ・…・ 
過酷 な 取立 て や 払い きれ な い 高 金利 に より 、 
あな た の 生活 が 破たん する お それ が あり ます ! 


_ 最近 の ヤミ 金融 の 特徴 
文 イ ンタ ーネット 取引 や SNS を 利用 し た 新た な 手口 ! 
文 「 誰 で も 」「 簡単 に 」 今 すぐ に 」 な どの 甘い 言葉 で お 金 を 貸 そ うと し て くる 


の で 、 ヤミ 金融 の 場合 が ある と 知っ て いな いと 、 つい 手 を 出し て し まう こと 
が ある か も ・・ 


文 「 給与 ファ クタ リン グ 」 個人 間 融 資 』 後払い (ツケ 払い 現金 化 」 な どの 























ー 記 融 庁 








銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に - 


銀行 を こ 利 用 の お 客 さ ま へ ヘ へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


良行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て まい り ま す . 
今後 も 、 お 客 さ ま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「 3 つの 密 」 を 避け る な どの 各種 取組 み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 良 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


に ミリ ル い を を 7 まっ ルオ ノミ リル 
ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 マス ク 着 用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 


fesf 品 ノ ジ 


= 件 調 不 良 時 の お 急ぎ の お 手続 き な ど に つい て は 、 各 迫 行 に ご 相談 くだ さい 。 
坦 引 伏 守 に より 入内 を お 朴 の いた お く 和 合 が ご さい ます 。 ワク チン を 栓 構 され た 方 も 、 引 き 続き マス ク 着 用 な どの 隔 予 対 策 に ご 協力 くだ さい 、。 


02 混雑 を 避け る た め の お 願い 


2 月 の 混雑 予想 日 還 主 の : 肖 条 が 也 古 され も 日 
(① お 急ぎ で な い 場 合 は 、 混 雑 予想 日 を 避け た 
ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 


② お 振込 や (納付 書 に 記 3。 マ ー ク が ある ) 
納税 手続 等 、 ご 相談 な ど は 、 
窓口 以外 の サー ビス (*) も 
ご 活用 くだ さい 。 
※ATM や イン ター ネッ トバ パン キ ング 、 コ ー ル セン ター な ど 


天 寺 日 風月 日 、10 日 、15 日 20 日 、25 日 ) 、 月 褐 ・ 月 ホ 日 な ど は 湯 幸 が 予 巡 さ れ ま す , (2O22 生 1 月 作成! 


通常 通り お 取扱 いし て いる お 取引 例 混雑 を 選 け た ご 利用 を ご 検討 いた だ きた い お 取 引 例 


碧 考 暫 天 の 取 扱い に つい て は 、 各 銀 邊 に を 前 い 合わ せい た だ く か 、 各 健生 の ウェ プ ブサ イ ト で ご 確認 く だ さい 、 領 利 の ご 事 必 が あ る 場合 は 各 因 行 に ご 幼 計 くだ さい 。 


Financial Serviees Ageney 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
( 令 和 4 年 1 月 1 日 1 月 31 日 ) 























金融 審議 会 「 公 誰 会 計 土 制度 部 会 」 幸 

金融 庁 の 公式 LinkedIn ペ ー ジ を 開設 

病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 疑似 患 番 の 確認 を 踏ま え 、 金 時 請 国 財務 局 : 1 
月 4 日 、 関 東 財務 局 : 1 月 19 日 ) 

た グリ アス ネト リー ムル し パン キッ ダグ ・ エ ス ・ エ ー 是 

> 金融 機関 の マネ ロン 等 対策 を 騙っ た フィ ッ シ ン グ メ ー ル へ の 注意 喚起 (1 月 17 日 

> 政策 ご と の 予算 と の 対応 の 公表 (1 月 17 日 ) 

> 第 144 回 自動 車 損害 賠償 責任 保険 審議 会 を 開催 (1 月 24 日 ) 

> J | A 信 託 株 式 会 社 に 対し て 信託 業 の 免許 を 付与 

> 国際 銀行 協会 UBA) に お ける 中 島 長官 の 基調 講演 (1 月 25 日 ) 

> [Regional Banking Summit H x | 日 経 地方 久生 フォ ー ラ ム | の 開催 

> 第 49 回 金融 審議 会 総会 ・ 第 37 回 金融 分 科 会 合同 会 合 の 

> 事業 復活 支援 金 の 申請 受付 開始 に 伴う お 願い (1 月 31 

> 偽造 キャ ッシュ カー ド 等 に よる 被害 発 










































































































































































































































































・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント a 
https://twitter.com/fsa JAPAN 語 軸 5 計 





・ 金 融 庁 で は 、 昨 年 度 に 続き 、 日 本 経済 新聞 社 と の 共催 に より 、 
「Regional Banking Summit(Re:ing/SUM)」 x 「 日 経 地 方 信 生 フォ ー ラ ム 」 
を オン ライ ン に て 開催 し ます 。 

詳し く は 、 金 融 庁 ウエ ブサ イト を ご 参照 くだ さい 。 
https://www.fsa.go.jD/news/r3/ginkou/20220125/20220125.html 





編集 後記 
今月 の 冒頭 は 、 宗 清 大 臣 政務 官 の イン タビ ュー で す 。 


「 人 生 で 起き る こと は 全て 必然 で 必要 な こと 」 
と 常に 前 を 向き 、 覧 容 な 心 を 大 切 に 日 々 前 進 さ れる 款 清 大 臣 政務 官 。 
20 分 の イン タビ ュー で の お 話 は 、 私 の 気持 ち も 前 向き に する も の で し た 。 


※ 鈴木 大 臣 と 黄 川田 副 大 臣 へ の イン タビ ュー を それ ぞ れ 12 月 号 と 1 月 号 


に 掲載 し て いま す 。 是非 ご 覧 くだ さい 。 金融 庁 広報 室長 齋藤 貴 
2 SR 編集 ・ 発 行 ・ 金融 庁 広報 室 


19 (※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 










































































